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キーホルダーが緩んでしまって、1本だ
け外れてしまい、管理人への受け渡しの
際の確認作業も漏れてしまった

キーホルダーの緩みを確認したら、すぐに取り換え
ることと、他者への鍵の受け渡しの際の確認は、必
ず行う

鍵につけていた紐がゆるみ、落としそう
になった

定期的にキーホルダーや紐を点検する
月1回の鍵番号点検時にキーホルダーや結束紐の確
認も行う

扉近くに清掃中のスタンドを置いていた
ところ、扉から出て来られた方がスタン
ドを蹴ってしまい転びかけた

扉近くに物を置かない
道具の仮置きにも注意し壁側に沿わせる
物を置く時には必ず【ひっかかって転ぶかもしれな
い】と予測してリスクの低い位置と置き方を考え配
慮しましょう

通常の出入りがない入口前に道具を置い
ていたら、そちらからの入室があった

普段使用されていなくても、歩行動線になる場所に
は道具類は置かないように徹底する
不要な道具は持ち歩かず、仮置きの道具を極力少な
く務める

（こちらから見えない）歩道橋の裏側か
ら自転車がきていてぶつかりそうになっ
た

　
お互いから見える位置を意識して歩くことと、いざ
という時に避けられるように余裕をもつ

ドア前を清掃中、扉から人が出てきた
また、車とぶつかりそうになった

扉が開けられるということを意識しながら、物音や
気配に気を配り、扉前は素早く清掃する
扉の向こうに人や車が通るかもしれないとの危険を
想定して、確認を行う

扉前でのトラブル
（転倒・衝突）

転倒

ゴミ分別の際、中に割れたガラスなどの
鋭利なものが入っていた

　
ゴミ手袋や作業手袋を着用しましょう
状況により必要があれば袋を二重にして廃棄しま
しょう
作業前に目視や割れ物の音など確認をしてから作業
するようにしましょう

鍵紛失につながるト
ラブル

ゴミ分別でのトラブ
ル（怪我）
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モップで階段を拭いたあと、まだ乾いて
いないところで足を滑らせた

すぐに乾くとの勝手な判断をせず、常に乾いた布を
用意しておき、人通りが多い場所はすぐに乾拭きを
しましょう

階段の清掃時、後ろ向きでモップや掃除
機をかけている時に、靴が脱げて転げ落
ちそうになった

靴のかかとは踏まずに着用し、周りを確認しながら
作業する
後退作業時は特に常に後方に注意する

モップ拭きをしている時、お客様とぶつ
かりそうになった

大人だけでなく小さな子供も走って来られることを
想定し、周りに注意を配りながら作業する

廊下で外灯の蜘蛛の巣を取っていて、フ
ラワーモップを下した際、モップの先が
入居者宅の扉に軽く当たり、住人が出て
来られた

廊下での音は意外と家の中に響いて聞こえているの
で、今後、より作業の音や話し声に気をつける

しゃがんで落ち葉を清掃し、立ち上がっ
た際に枝が目に当たりそうになった

無理な体制はさけ、周りをよく見て行動する

バイク置場の掃き掃除の際、エプロンの
紐が、バイクのハンドルのブレーキカ
バーに引っかかっているのに気づかず、
体の向きを変えた際、バイクが傾いてし
まった

背中側に引っ掛かりをつくらないように、エプロン
の紐は前で結ぶようにする

　
棚に飾ってあった壺を乾拭きした際、壺
が倒れて欠けてしまった

バランスの悪い備品を拭く際には、より落ち着い
て、両手で作業する
備品の破損等があれば、すぐに会社へ連絡する

バケツに水を溜めているとき、蛇口に繋
いでいたホースが外れ、ズボンが濡れた

蛇口の根元まで押し込むようにして、必ずきちんと
確認すること

ヒヤリハット運動は

何かが起こってしまう前に未然に防ごう・リスク軽減しておこうという運動です

何度も言います

『危険なことがない』ことが大切なのではなく

『危険かもしれないと感じ取る』ことが大切なのです

モップ清掃でのトラ
ブル（転倒・怪我・

その他）

その他清掃でのトラ
ブル（怪我・物損・

その他）


